
建築指導センターからのお知らせ

一般財団法人 北海道建築指導センター
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北方型住宅パッケージの活用について

北方型住宅パッケージ
５つのメリット

 その１ 審査を一括申請し書類を省略
できる

 その２ 基本性能確認証が交付される

 その３ フラット35の設計検査を省略
できる

 その４ 確認評価の審査料金がお得

 その５ 住宅ローン手数料がお得

その１

パッケージの取扱いは、
建築指導センターのみ

一括申請で手間を
簡素化
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北方型住宅パッケージの活用について

北方型住宅2020の
基本的な性能基準を
満たすことを証します

確認した住宅性能について、
等級と値を表示

その２

基本性能確認証は
パッケージ申請のときのみ交付
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北方型住宅パッケージの活用について

その３

北方型住宅パッケージ
５つのメリット

 その１ 審査を一括申請し書類を省略
できる

 その２ 基本性能確認証が交付される

 その３ フラット35の設計検査を省略
できる

 その４ 確認評価の審査料金がお得

 その５ 住宅ローン手数料がお得

建築指導センタ－で
フラット35の物件検査を行う場合
設計検査を省略
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申請手続き 床面積Ｓ
手数料

四号特例あり 四号特例なし
①長期使用構造等確認
②住宅情報履歴保管
（きた住まいる

サポートシステム）
③建築確認

Ｓ≦200㎡ ９６，５００

⇒ ６８，６００
（▲２７，９００）

１２１，５００

⇒ ９０，６００
（▲３０，９００）

200㎡＜Ｓ≦500㎡ １０６，５００

⇒ ７５，６００
（▲３０，９００）

１４１，５００

⇒１０６，６００
（▲３４，９００）

①長期使用構造等確認
②住宅情報履歴保管
（きた住まいる

サポートシステム）

７１，５００

⇒ ５６，１００
（▲１５，４００）

その４

確認・評価の審査料金がお得
（一般的な規模の住宅で約３割引き）

※表示の手数料は北海道建築指導センターの金額です
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その５

基本性能確認証が
必要です

住宅ローン手数料率を引下げ
（ほくよう長期安心ローン）

※融資金利、手数料率などは
金融機関に直接ご確認ください



 パッケージでさらに便利
○きた住まいるサポートシステムで、
省エネ性能の説明書と

住宅ラベリングシート（説明資料）を

簡単に印刷し、
建築主にわかりやすく説明できる！

説 明 書

省エネ基準からの削減率等を見える化

住宅ラベリングシート

※1※1

7
※建築物省エネ法で義務に

①建築主に対して
省エネ基準の評価・説明の意思確認

②省エネ性能を建築主へ説明

省エネ性能の
説明義務化に対応

サポートシステムの活用



 一般財団法人北海道建築指導センターを活用してください

①各種建築審査
建築確認、フラット35適合証明、長期使用構造等確認審査
住宅性能評価、BELS評価 ほか

②住宅瑕疵担保責任保険
住宅保証機構（株）の「まもりすまい保険」

③技術者向け講習会
北方型住宅技術講習会（R4:札幌2/14 旭川2/27）、出前講座（R4:函館、岩内、帯広）

④住宅履歴保管
将来のリフォーム等のために30年保管、 住宅ラベリングシートの発行
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※詳細はお問い合わせください

審査の同時申請で
手数料割引！
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３／３まで申請受付中！
Ｒ５年度も随時公募

お得な情報
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○戸建住宅にも、
マンションにも、
賃貸住宅にも使える

○断熱材、窓、ガラス、玄関
ドアの断熱改修に使える

○こんな改修にも使える
・居間だけの断熱改修

※詳しくは北海道環境財団ＨＰで
ご確認ください



一般財団法人 北海道建築指導センター

住 所 ： 札幌市中央区北３条西３丁目１番地
札幌北三条ビル８階

電 話 ： ０１１-２４１-１８９３
営業時間 ： ９：００～１２：００ / １３：００～１７：３０

（土日祝・夏季休業日・年末年始除く）

ホームページは
こちら

●住まいのことなら
まるっとワンストップ
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長期使用構造等確認書
or 住 宅 性 能 評 価 書
● フラット35の設計検査が省略
● 長期優良住宅認定や

国の補助等に利用可能

北方型住宅
基本性能確認証

【交  付】

【北方型住宅の証】

住宅履歴保管書
★住宅竣工後発行します

3

最 大
41,500円41,500円
お得！！

令和4年
10月～ 利用しやすくなりました利用しやすくなりました

一般財団法人　北海道建築指導センター

【申  請】

長期使用構造等確認申請
or 住宅性能評価申請

1

住宅履歴情報保管申請

2

北方型住宅 2020 の
基本的な性能を満たした
住宅が対象です

申請の組合せ
北方型住宅パッケージ申請手数料の例（一般的な住宅） （単位：円、税込）

長期確認 or 性能評価＋　   履歴情報保管
＋　   建築確認
1 2
3

手数料

96,500
（▲27,900）

68,600

長期確認 or 性能評価＋　   履歴情報保管1 2 71,500
（▲15,400）

56,100
割引

割引

北方型住宅パッケージが北方型住宅パッケージが

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

申
請
す
る
と

きた住まいる
サポートシステム

★長期優良住宅の記録・保管に使えます

センター
マスコットキャラクター ハウリー

★ 長期使用構造等確認または住宅性能評価と住宅履歴保管の同時申請で

北方型住宅の確認証 がもらえます。さらに 手数料もお得！
★ 確認申請を同時に行うと 手数料がますますお得！

北方型住宅パッケージ ● 市町村独自の建設費補助に利用可能
   （詳しくは、各市町村にお問い合わせください）

パッケージの
詳細はこちら
パッケージの
詳細はこちら
パッケージの
詳細はこちら



一般財団法人  

北海道建築指導センター

お問い合せ先

札幌市中央区北3条西3丁目1　札幌北三条ビル8階
Tel 011-241-1893　https://hokkaido-ksc.or.jp/



きた住まいる
サポートシステム
きた住まいる
サポートシステム
住宅を良好な資産として長期的に維持管理していくた

めに、設計や施工など家づくりに関する住宅履歴情報

を保管し、その情報は将来のリフォームや住み替えを

するときに活用することができます。

こんな時に住宅履歴情報が役に立ちます。

北海道建築指導センターは北海道から保管機関の指定を受け、
住まいの維持管理やリフォームを
履歴情報の長期保管で支援します。

例えば…例えば…
将来、住宅を売る時に
性能の良さを
アピールしたい

手狭になったから
2階を増築したいけど
耐震性が不安

きた住まいるサポートシステムサイト　https://support.kita-smile.jp/

住宅履歴保管住宅履歴保管

新規住宅履歴保管料
（新築住宅・既存住宅）

30 年

11,000 円

16,500 円

住宅履歴延長保管料

27,500 円
（審査併願あり※　25,300 円）

10 年

20 年

保管手数料（令和 5年 1月現在） （消費税 10％込）

※建築確認審査、適合証明（フラット35）などをセンターで審査した場合、割引料金が適用となります。

センター
マスコットキャラクター

ハウリー



お問い合わせ先： 一般財団法人 北海道建築指導センター　企画総務部企画総務課
 札幌市中央区北3条西3丁目1番地　札幌北三条ビル8階　℡011-241-1893

① 最初の保管期間は 30 年の長期保管で、さらに延長保管できる
② 長期優良住宅の住宅情報記録に対応

③ 住宅ラベリングシートで、住宅性能や特長が一目でわかる
④ 保管された情報はいつでも閲覧でき、将来のリフォームや住み替えをする際に活用できる
⑤ 第三者機関（（一財）北海道建築指導センター）に保管されるから安心

住宅ラベリングシートにより、
住宅性能の「見える化」で安心※

建てた
人は

我が家の基本性能や特長を、
住宅ラベリングシートにより確
認できます。

これから
建てる
人は

住宅ラベリングシートの一部は、
きた住まいるメンバーの実績と
して Web で閲覧することがで
き、住宅事業者選びの参考にで
きます。

住宅履歴の保管で、
リフォームや住み替えに活用
きた住まいるサポートシステムにより、設計や施工など家づくりに関する住
宅履歴情報が保管されます。保管された情報はいつでも閲覧することが
でき、将来のリフォームや住み替えをする際に活用することができます。

55きた住まいるサポートシステムによる保管の　 つのメリット55

◆北海道建築指導センターは、北海道から、住宅履歴情報の保管機関として指定を受け、お預りします。

※2017 年以前に住宅履歴情報を保管した住宅の一部は、該当しません。

家づくりの
履歴が残るから、

リフォームや住み替えの時も
便利で安心

住宅ラベリングシート

自分が建てた家の性能が
客観的に見れたり、

きた住まいるメンバーが
どんな家づくりをしているのか

わかるんだね

2023-1



令和３年６月 北海道建築指導センター 

きた住まいるサポートシステム活用のご案内 

 

 

 

 
 

住宅（300m2 未満のもの）等の設計に際して、令和３年４月から建築士が建築主に対して書面で省

エネ性能について説明することが義務化されました。 

説明の際に、住宅の省エネ性能を見える化し建築主にわかりやすく説明できる“住宅ラベリングシー

ト”をご利用いただけます。 

住宅ラベリングシートは、「きた住まいるサポートシステム」に建築物の情報を入力するだけで作成さ

れ、印刷することができます。 

＊下記のような住宅ラベリングシートの作成には、事前に住宅の概要、住宅性能などの入力が必要です。 

詳細につきましては、電話でお問い合わせください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―「省エネ性能の説明義務化」に 

サポートシステムをご活用ください ― 

 

省エネルギーに関する設計時の

数値を、｢きた住まいるサポートシ

ステム｣に入力 

きた住まいるサポートシステムから

「住宅ラベリングシート」を

印刷 

住宅ラベリングシートの 

作成から説明まで 

「住宅ラベリングシート」を使って、

建築主に住宅の省エネ性能を

説明 

北海道建築指導センターでは、住宅完成時に住宅履歴情報の保管契約をすると、「住宅ラベリン

グシート」を３０年間お預かりします。 

「住宅ラベリングシート」

を作成   見える化 

省エネ基準への適合・不適合だけでなく、 

省エネ基準からの削減率等を見える化 

住宅ラベリングシート 

※1 ※1 

※1 写真は住宅完成後に入力します 



 きた住まいるサポートシステムで、「省エネ基準への適合性に関する説明書」を印刷できます。 

 建築主への説明時には、『説明書』と『住宅ラベリングシート』を印刷してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://support.kita-smile.jp/ 

 

 

・省エネ基準への適合性を入力 

・基本情報は自動入力されます 

『説明書』の内容入力画面 

説明書の作成から出力まで 

『省エネ基準への適合性に 
関する説明書を出力』 
クリック！ 

『住宅の詳細情報』画面 

◆お問い合わせ先◆ 

(一財)北海道建築指導センター 企画総務部企画総務課 

〒060-0003 札幌市中央区北 3条西 3丁目 1番地 札幌北三条ビル 8F 

TEL.011-241-1893（平日 9:00～17:30） FAX.011-232-2870 

『説明書を出力』をクリックすると 

『説明書を出力』 

クリック！ 

きた住まいるサポートシステム 検 索 

 

説 明 書 

国が示した 

参考様式で 

出力可能 

 

きた住まいるサポートシステム 
の入力画面 
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建築士会継続能力開発（CPD)制度プログラム認定講習会 
日本建築家協会 CPD 継続職能研修認定講習会

令和４年度 建築・住宅セミナー

開 催 日 時      令和５年３月７日（火）１３時３０分～１５時３０分 

開催場所等 ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前「ホール５C」
札幌市中央区北４条西６丁目１  毎日札幌会館５階

（※ 会場参加ができない方のためＷＥＢによる配信を行います。） 

テ ー マ     EA 防災対策について 

講   師 １「建物の外壁の防災について」
北海学園大学工学部建築学科   教授 足 立 裕 介  氏

２「地震被害想定と冬季の防災対策について」
地方独立行政法人北海道立総合研究機構建築研究本部 
北方建築総合研究所 主査 竹 内 慎 一  氏

参加対象者      建築技術者・行政職員・一般道民の方々 

参 加 定 員   １ 会場参加 ６０名（定員になり次第締め切らせていただきます。）

２ ＷＥＢによる聴講 １００名（定員になり次第締め切らせていただきます。）

【※ ＣＰＤ制度の認定は、会場参加者限定となりますのであらかじめご了承ください。】

受 講 料  無料 

申 込 先      一般財団法人  北海道建築指導センター企画総務課 
別紙（裏面）申込書により、ＦＡＸ又はメールでお申し込みください。

ＦＡＸ：０１１-２３２－２８７０ 
メール：tanzaki@hokkaido-ksc.or.jp 

申 込 期 限     EA 令和５年２月２８日（火）

【受講される方へのお願い】     
・ 会場で受講される方は、新型コロナウイルス感染症対策として、受付時の手指

のアルコール消毒、非接触型体温計での検温及びマスクの着用にご協力いただき
ます。 

また、受講当日、体調のすぐれない方や発熱がある方は、受講をご遠慮いただ
く場合があります。 

・ ＷＥＢによる聴講を希望される方は、申込書に、メールアドレスをもれなく記
載してください。 

  お申込みいただいた方には、ＺＯＯＭのＵＲＬを E-mail にてお送りします。 

・ ＣＰＤ制度の認定は、会場参加者限定となりますのであらかじめご了承くださ
い。

主催 一般財団法人 北海道建築指導センター
協力 A地方独立行政法人      EA 北海道立総合研究機構建築研究本部 
後援 一般社団法人 北海道建築士会
〃  一般社団法人 北海道建築士事務所協会
〃  一般社団法人 北海道建築技術協会



 
   令和４年度 建築・住宅セミナー参加申込書 

 

 

 開 催 日 時      令和５年３月７日（火）１３時３０分～１５時３０分 
 
 開催場所等      ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前「ホール５C」 
              札幌市中央区北４条西６丁目１  毎日札幌会館５階 

              （※ 会場参加ができない方のためＷＥＢによる配信を行います。） 
 

 申 込 期 限  令和５年２月２８日（火） 

        申込期限内でも定員になり次第、締め切らせていただきます。 

 

１ 

参加者氏名 
 

 

会社・団体名 
 

 

連絡先電話番号 
 

 

メールアドレス 
(WEB 聴講希望者のみ記載ください。)  

 

 

２ 

参加者氏名 
 

 

会社・団体名 
 

 

連絡先電話番号 
 

 

メールアドレス 
(WEB 聴講希望者のみ記載ください。)  

 

 

３ 

参加者氏名 
 

 

会社・団体名 
 

 

連絡先電話番号 
 

 

メールアドレス 
(WEB 聴講希望者のみ記載ください。)  

 

 

注）同一会社・団体から複数の方が参加される場合も、全員の参加者名等を御記載ください。 

 

 
＜お問合せ先＞    
 札幌市中央区北３条西３丁目札幌北三条ビル 8 階 
 一般財団法人北海道建築指導センター企画総務課 

事務局長兼企画総務課長 丹 崎 健 治   
ＴＥＬ０１１－２４１－１８９３  
メール：tanzaki@hokkaido-ksc.or.jp 
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